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１．概要（Summary） 

本研究では，高感度かつ高速な化学物質同定・検出

が 期 待 さ れ る 表 面 増強 ラ マ ン 分 光 法 （ SERS: 

Surface-Enhanced Raman Spectroscopy）に着目し，

DNA 塩基配列識別への応用を進めている。利用者は，

超高感度 SERS 分析のために，金ナノ粒子二量体を基

板上に等間隔に向きを揃えて配列した構造を実現してい

る。本研究では単独の金ナノ粒子二量体構造を作製し，

DNAオリゴマーの検出，塩基識別の可能性を検証した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

レーザー直接描画装置，大面積超高速電子線描画装

置，超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡 

【実験方法】 

シリコン（Si）基板上にナノトレンチ構造を作製した。大

面積超高速電子線描画装置を用いて長方形ナノパター

ンを作製し，その後ドライエッチング装置を用いて Si をエ

ッチングした。その後，金ナノ粒子を界面張力によりナノト

レンチにアセンブルした。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に単独の金ナノ粒子二量体構造を用いて得ら

れたラマンスペクトルを示す。配列 AGCTAGCT の 8 鎖

長 DNA オリゴマーを用いた。グアニンおよびアデニン，

デオキシリボース，リン酸のラマンピークが確認できたこと

から，単独の二量体構造を用いて単独の DNA オリゴマ

ーが検出可能であることを確認した。 
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Fig. 1 Acquired Raman spectra by intermittent 

measurements with DNA oligomer solution 

(AGCTAGCT) using a single gold nanoparticle 

dimer at an integration time of 0.5 s.  


